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1. はじめに
この文章は、多言語文書作成ツールとして


























社の EndNote[1]、Elsevier 社の Mendeley[2]、
フリー/オープンなものでは BibTEX[3]、Zotero












Mendeley や Zotero は、出力をカスタマイズす






































なお、この文書は、Windows 7上の MS Word









































ン 12 以降では、Offce Open XML File Formats
という規格によっている[7]。これは XML
(Extended Markup Language) で書かれた複数
のファイルを ZIP でアーカイヴしているもの
である。文献管理のフォーマットについては、





Word に組み込まれた XSL 変換が文献スタイル
ごとの XSL ファイルを解釈・実行することで、




は、Windows では WINWORD.EXE があるフ
ォルダーの下にある Bibliography〵Style フォル


































HTML では CSS(Cascading Style Sheets)も使え
る。例えば、ある部分をイタリック体にする
ことは、i 要素をもちいることでも、なんらか
の要素の style 属性で font-style に italic を指定
することでもできる。ただし、CSS の実装は











































リック体にするので、b:NoItalics に no が置か
れている。日本語ではこれに yes が置かれ、イ
タリック体にはしない。書籍のタイトルのた


















も MS Word がそう出力してくれるわけではな
い。
(2) a. Smithy, Alan, and Beth Smithy. (MLA)
b. Smithy, Alan, and Smithy, Beth. (Chicago)
c. Smithy, A., & Smithy, B. (APA)
d. Smithy A, Smithy B. (Vancouver)
MS Word では地域化情報の中でアメリカ英
語では、b:General/b:NoAndBeforeLastAuthor が
























































語表記の特徴による。Zotero や Mendeley で使
われている文献管理ソフトウェアをカスタマ
津田塾大学国際関係研究所所報49号 12
イズするための CSL (Citation Style Language)
も今のところ日本語での整列に対応していな





















符を使う Chicago スタイルなどでは、a のよう
に実装されている。引用符を使わない APA ス
タイルなどでは当然、d のようになっている。






































3000, IDEOGRAPHIC SPACE) を入れた〈亜蘭
  純子〉でも全体が姓として、半角空白(U+00










著者 b:Author、編者 b:Editor、訳者 b:Translator
などに置かれている。団体であれば b:Corporate
に入れられている7)。人名が入るのは各役割の






















る。〈Martin Luther King, Jr〉と入力すると
〈Martin Luther King〉が姓、〈Jr〉が名として









APA の Publication Manual の翻訳の扱い[13,
p. 204] と日本心理学会の『執筆・投稿の手
びき』の扱い[8, pp. 25, 34] では大きく異
なる。例えば出典注で、APA では〈(Piaget,
1970/1988)〉のように訳者をつけないが、日本
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